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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成21年６月26日に提出いたしました第29期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

②　連結損益計算書

注記事項

２　財務諸表等

(1）財務諸表

注記事項

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所には　　を付し表示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

②【連結損益計算書】

訂正前

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

売上高 36,625,425 36,653,066

売上原価 ※2　 25,984,548 ※2　 25,357,204

売上総利益 10,640,877 11,295,861

販売費及び一般管理費 ※1，※2　 7,583,432 ※1，※2　 8,505,130

営業利益 3,057,444 2,790,731

営業外収益   

受取利息 115,745 102,104

受取配当金 21,769 4,120

賃貸収入 65,072 58,243

受取手数料 52,778 147,877

その他 64,302 84,460

営業外収益合計 319,669 396,807

営業外費用   

支払利息 437,189 403,339

持分法による投資損失 32,387 49,618

為替差損 237,896 461,129

その他 255,410 176,205

営業外費用合計 962,883 1,090,293

経常利益 2,414,230 2,097,245

特別利益   

固定資産売却益 ※3　 13,662 ※3　 11,407

投資有価証券売却益 341,775 135,014

貸倒引当金戻入額 40,152 7,969

持分変動利益 － 63,796

業務委託契約の中途解約に伴う補償金収入 363,731 －

その他 39,214 16,625

特別利益合計 798,536 234,814

特別損失   

投資有価証券評価損 － 35,990

固定資産処分損 ※4　 60,911 ※4　 113,643

役員退職慰労金 62,500 －

のれん償却額 181,696 －

製品補償引当金繰入額 － 310,445

特別退職金 － 118,381

その他 17,623 ※5　 84,236

特別損失合計 322,732 662,697

税金等調整前当期純利益 2,890,034 1,669,362

法人税、住民税及び事業税 1,135,814 807,908

法人税等調整額 △145,176 98,932

法人税等合計 990,638 906,841

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,500 19,459

当期純利益 1,903,896 743,060
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訂正後

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

売上高 36,625,425 36,653,066

売上原価 ※3　 25,984,548 ※1，※3　 25,357,204

売上総利益 10,640,877 11,295,861

販売費及び一般管理費 ※2，※3　 7,583,432 ※2，※3　 8,505,130

営業利益 3,057,444 2,790,731

営業外収益   

受取利息 115,745 102,104

受取配当金 21,769 4,120

賃貸収入 65,072 58,243

受取手数料 52,778 147,877

その他 64,302 84,460

営業外収益合計 319,669 396,807

営業外費用   

支払利息 437,189 403,339

持分法による投資損失 32,387 49,618

為替差損 237,896 461,129

その他 255,410 176,205

営業外費用合計 962,883 1,090,293

経常利益 2,414,230 2,097,245

特別利益   

固定資産売却益 ※4　 13,662 ※4　 11,407

投資有価証券売却益 341,775 135,014

貸倒引当金戻入額 40,152 7,969

持分変動利益 － 63,796

業務委託契約の中途解約に伴う補償金収入 363,731 －

その他 39,214 16,625

特別利益合計 798,536 234,814

特別損失   

投資有価証券評価損 － 35,990

固定資産処分損 ※5　 60,911 ※5　 113,643

役員退職慰労金 62,500 －

のれん償却額 181,696 －

製品補償引当金繰入額 － 310,445

特別退職金 － 118,381

その他 17,623 ※6　 84,236

特別損失合計 322,732 662,697

税金等調整前当期純利益 2,890,034 1,669,362

法人税、住民税及び事業税 1,135,814 807,908

法人税等調整額 △145,176 98,932

法人税等合計 990,638 906,841

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,500 19,459

当期純利益 1,903,896 743,060
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【注記事項】

（連結損益計算書関係）

訂正前

前連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

※１．主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 ※１．主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

給与手当 2,268,283千円

賞与引当金繰入額 82,862千円

貸倒引当金繰入額 15,983千円

　

 

給与手当 2,511,238千円

賞与引当金繰入額 30,661千円

貸倒引当金繰入額 26,963千円

　

※２．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費

※２．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費

 

 303,328千円

　

 

 483,326千円

　

※３．建物売却益5,809千円、機械装置売却益5,229千円、

その他であります。

※３．主に機械装置売却益であります。

※４．主に機械装置処分損であります。 ※４．機械装置処分損60,112千円、建物処分損35,380千

円、工具器具備品処分損15,605千円他であります。

※５．　　　　　　 ────── ※５．前期損益修正損16,857千円、子会社増資差額

45,090千円他であります。

 

訂正後

前連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

※１．　　　　　　 ────── ※１．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の

金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に

含まれております。

266,840千円

※２．主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 ※２．主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

給与手当 2,268,283千円

賞与引当金繰入額 82,862千円

貸倒引当金繰入額 15,983千円

　

 

給与手当 2,511,238千円

賞与引当金繰入額 30,661千円

貸倒引当金繰入額 26,963千円

　

※３．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費

※３．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費

 

 303,328千円

　

 

 483,326千円

　

※４．建物売却益5,809千円、機械装置売却益5,229千円、

その他であります。

※４．主に機械装置売却益であります。

※５．主に機械装置処分損であります。 ※５．機械装置処分損60,112千円、建物処分損35,380千

円、工具器具備品処分損15,605千円他であります。

※６．　　　　　　 ────── ※６．前期損益修正損16,857千円、子会社増資差額

45,090千円他であります。
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（リース取引関係）

訂正前

前連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

①　リース資産の内容

(ア）有形固定資産

主に生産設備（機械装置及び運搬具）でありま

す。

(イ）無形固定資産

主にソフトウエアであります。

②　リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

「４．会計処理基準に関する事項　(2）重要な減価

償却資産の減価償却の方法」に記載のとおりであり

ます。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりますが、その期末

残高相当額は資産合計に比して少額であるため、そ

の内容の記載は省略させて頂きます。

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置及び
運搬具

314,009134,298179,710

工具器具備品 45,68221,20324,478

その他 19,84913,3076,542

合計 379,541168,809210,731

　

２．未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 66,932千円

１年超 147,077千円

合計 214,010千円

　

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額

 

支払リース料 82,918千円

減価償却費相当額 78,845千円

支払利息相当額 4,403千円

　

 

４．減価償却費相当額の算定方法  

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。

 

５．利息相当額の算定方法  

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。

 

（減損損失について）  

リース資産に配分された減損損失はありません。  
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訂正後

前連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置及び
運搬具

314,009134,298179,710

工具器具備品 45,68221,20324,478

その他 19,84913,3076,542

合計 379,541168,809210,731

　

２．未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 66,932千円

１年超 147,077千円

合計 214,010千円

　

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額

 

支払リース料 82,918千円

減価償却費相当額 78,845千円

支払利息相当額 4,403千円

　

４．減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。

５．利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

(ア）有形固定資産

主に生産設備（機械装置及び運搬具）でありま

す。

(イ）無形固定資産

主にソフトウエアであります。

②　リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

「４．会計処理基準に関する事項　(2）重要な減価

償却資産の減価償却の方法」に記載のとおりであり

ます。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっており、その内容は次の

とおりであります。

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置及び
運搬具

222,765107,562115,203

工具器具備品 38,18821,63916,549

その他 16,29313,3062,987

合計 277,247142,508134,739

　

(2）未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 47,064千円

１年超 90,760千円

合計 137,824千円

　

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

 

支払リース料 60,554千円

減価償却費相当額 57,407千円

支払利息相当額 3,563千円

　

(4）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

(5）利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との

差額を利息相当額とし、各期への配分方法につい

ては、利息法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（リース取引関係）

訂正前

第28期
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

第29期
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

①　リース資産の内容

(ア）有形固定資産

主に生産設備（機械及び装置）であります。

(イ）無形固定資産

ソフトウエアであります。

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「４．固定資産の減価償却の方法」

に記載のとおりであります。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりますが、その期末

残高相当額は資産合計に比して少額であるため、そ

の内容の記載は省略させて頂きます。

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置 242,48497,692144,791

車両運搬具 19,81011,5118,299

工具器具備品 45,68221,20324,478

ソフトウェア 16,29310,0476,246

合計 324,272140,455183,816

　

２．未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 55,244千円

１年超 131,457千円

合計 186,701千円

　

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額

 

支払リース料 60,362千円

減価償却費相当額 57,194千円

支払利息相当額 3,687千円

　

 

４．減価償却費相当額の算定方法  

リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額

法によっております。

 

５．利息相当額の算定方法  

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。

 

（減損損失について）  

リース資産に配分された減損損失はありません。  
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訂正後

第28期
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

第29期
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置 242,48497,692144,791

車両運搬具 19,81011,5118,299

工具器具備品 45,68221,20324,478

ソフトウェア 16,29310,0476,246

合計 324,272140,455183,816

　

２．未経過リース料期末残高相当額

　

１年内 55,244千円

１年超 131,457千円

合計 186,701千円

　

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額

 

支払リース料 60,362千円

減価償却費相当額 57,194千円

支払利息相当額 3,687千円

　

４．減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額

法によっております。

５．利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

(ア）有形固定資産

主に生産設備（機械及び装置）であります。

(イ）無形固定資産

ソフトウエアであります。

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「４．固定資産の減価償却の方法」

に記載のとおりであります。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっており、その内容は次の

とおりであります。

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

 

区分
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械及び装置 184,31188,82195,490

車両運搬具 10,0435,584 4,459

工具器具備品 38,18821,63916,549

ソフトウェア 16,29313,3062,987

合計 248,837129,351119,485

　

(2）未経過リース料期末残高相当額

　

１年内 41,451千円

１年超 80,752千円

合計 122,203千円

　

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

 

支払リース料 48,350千円

減価償却費相当額 45,745千円

支払利息相当額 3,047千円

　

(4）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

(5）利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との

差額を利息相当額とし、各期への配分方法につい

ては、利息法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。
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